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（問題は 10ページ）

【第 1 問】Ｂ　昭和 60 年
野々市小学校と深圳小学は 34年間、相互に訪問を行って交流
を深めています。今年は御園小学校と菅原小学校の児童も深圳
小学を訪れました。

【第 2 問】A　餃子　
ヤーコンを使った餃子のほか、アップルパイやケーキなどが振
る舞われ、ヤーコンの新たな可能性が見出されました。

【第 3 問】D　いつまでも人生の主役
今年は「長寿」をテーマに設定し、年を取っても元気に活躍す
る高齢者の生き生きとした姿を映像に収めました。
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今月の
表紙
　今月は第２回のっティファンミー
ティングでの１枚です。昨年７月に
第１回を実施し、とても好評だった
ファンミーティング。今回はのっティ
ファンの親子を対象にクリスマス会
を開催しました。のっティと一緒に
ゲームをしたり、写真を撮ったりす
る子どもたちの笑顔が印象的ですね。
これからものっティは市公式キャラ
クターとして、さまざまなイベント
に出演し、市の魅力発信を行います。

ののいちっ子と国際交流

　放送日程 
　１月２日㈬・３日㈭ 18:30 ～
　　　７日㈪・11日㈮ 12:00 ～
　　　14日（月・祝）  　8:30 ～

　放送チャンネル
　００９チャンネル（ときめきQハイビジョン）

　金沢ケーブルテレビネットで市勢広報特別番組を
放送します。今年のテーマは「ののいちっ子と国際
交流」です。国際交流員のエドワードも活躍します
のでお見逃しなく！

　イギリスと日本では、年
中行事として広く行われて
いるクリスマスとお正月。
日本では、どちらかといえ
ばお正月の方を大切にして
いるかと思いますが、イギ
リスではクリスマスとクリ
スマスにまつわるさまざま

な習慣の方が大事だと感じる人が多いです。
　イギリスのクリスマスにはサンタクロースが
家の煙突から入る話やクリスマス・イブに暖
炉の上に赤い靴下をかける習慣などがあります
が、一番大切にされているのは家族が集まって
楽しく祝うことでしょう。
　祝い方は家庭によって異なりますが、クリス
マス・デーに朝ごはんを食べながらプレゼント

を開けて、親戚とのティータイムをして（ここ
にクリスマスケーキが登場します）、そして午
後３時ごろから本番の昼食に入るのが、一般的
な過ごし方です。昼食は、オーブンで焼いた七
面鳥、じゃがいもやブロッコリーの野菜の付け
合わせに肉の出汁を使ったグレイビーソースを
かけた料理「ロースト・ターキー」です。また、
両側に引き手があり、真ん中におもちゃが入っ
ている「クリスマスクラッカー」をみんなで引っ
ぱり合って、夜遅くまで楽しい時間を過ごしま
す。
　一方、イギリスのお正月に関わる習慣は、花
火の打ち上げや新年の抱負などはありますが、
種類が少ない気がします。日本には初詣、書初
め、餅つきなど習慣が豊富で、イギリス人とし
て少し羨ましいですね！

国際交流員（CIR）は、市役所に勤務し、まちの国際化の推進に取り組んでいます。このコラムではCIRのエドが日々
感じる異文化体験や母国イギリスの文化などを紹介します。




